
表 3400　一日透析液使用量(L/日)　治療方法（新分類）別 （腹膜透析単独患者）

治療方法
（新分類）

2未満 2～ 4～ 6～ 8～ 10～ 12～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

91 265 658 1,015 474 33 10 2,546 1,532 4,078 5.65 1.92

（％） (3.6) (10.4) (25.8) (39.9) (18.6) (1.3) (0.4) (100.0)
腹膜透析

（APD）
34 76 292 512 394 157 53 1,518 775 2,293 7.16 2.77

（％） (2.2) (5.0) (19.2) (33.7) (26.0) (10.3) (3.5) (100.0)
腹膜透析
（CCPD）

3 14 47 147 172 67 47 497 236 733 8.25 2.69

（％） (0.6) (2.8) (9.5) (29.6) (34.6) (13.5) (9.5) (100.0)
合計 128 355 997 1,674 1,040 257 110 4,561 2,543 7,104 6.44 2.51
（％） (2.8) (7.8) (21.9) (36.7) (22.8) (5.6) (2.4) (100.0)

記載なし
（％）
総計 128 355 997 1,674 1,040 257 110 4,561 2,543 7,104 6.44 2.51
（％） (2.8) (7.8) (21.9) (36.7) (22.8) (5.6) (2.4) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2015年調査


